
工学研究科 工学専攻 生命機能工学領域 

博士前期課程 

教育研究上の目的 
生命機能工学領域の博士前期課程は、生命体の種々の高度な機能に関する幅広い知識を習得し、

さらに工学として実践する優れた研究・開発能力を持つ研究者又は高度な専門的知識・技術を持つ高

度専門職業人の育成を目的とする。 

教育目標 
本学の教育目標及び本領域の教育研究上の目的等を踏まえ、工学専攻生命機能工学領域博士前

期課程では、生命体の種々の高度な機能を探求し、さらに工学として実践する優れた技術者・研究者

の育成を、教育の最終の目標としています。生命体の機能とその機構に関する幅広い知識と、従来の

専門領域にとらわれない横断的な工学専門知識を持ち、人工知能（ＡＩ）、ロボット、センサー、触媒、生

理活性物質などに関する技術の問題を発見し、解決する能力、新しい技術を創造・開発する高度な能

力が身についた人材の育成を教育目標として定めます。 

ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針） 
本専攻本領域博士前期課程のカリキュラムにおいて所定の単位を修得し、かつ提出した修士論文

が領域内規に則って審査され、合格と判定された者は、下記の能力を身につけていると判断され、修

士（工学）の学位が授与されます。 

1.自立した良識ある市民としての判断力と実践力

(1)高度な生命機能およびそれから着想を得た工学に絶えず関心をもち、柔軟な発想から社会に貢献

できる新技術に自発的に取り組む実践的能力を身につけている。

(2)協調性と高い倫理性をもって、他者と協力して研究開発を遂行する能力を身につけている。

2.国際的感性とコミュニケーション能力

(1)研究の成果を日本語や英語で発表し、論文としてまとめる能力を身につけている。

3.時代の課題と社会の要請に応えた専門的知識と技能

(1)従来の専門分野にとらわれない幅広い専門知識を身につけ、それを実践的に応用する能力を身に

つけている。

カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針）

本領域博士前期課程では、生命体の種々の高度な機能を探求し、さらに工学として実践するための、

従来の専門領域にとらわれない専門知識と研究開発能力を有する主体性に富んだ技術者・研究者を

育成します。この目標を達成するため、本領域では以下に示す方針でカリキュラムを設定しています。 

1.教育課程の編成・実施

(1)分子および現象レベルでの生物学・ゲノム科学・生命に関する化学の基礎科目を用意し、実践的な

機械･電子･情報に関する工学に関する科目は工学専攻の科目から高度な専門知識及び専門関連

分野の幅広い知識を学修できるようにしています。

(2)英語の入試で入学した留学生には、(1)の科目のうち英語で行われる講義を用意しています。

(3)生命機能工学特論では、様々な工学分野において高度な生命機能から着想を得た工学について

調査研究および発表を行い、新しい技術を生み出す発想力と展開力を涵養します。

(4)輪講を履修することで、産業界における最新の開発動向および社会における研究開発動向を精査

し、それらを自らの研究に生かせる能力を高めます。



(5)インターンシップに関する科目を履修することで、実社会における研究開発の実践を経験できます。

2.教育の方法と評価

(1)指導教員からの研究指導の下に、産業的及び学術的観点から重要とされる課題に取り組むことで、

研究推進能力を涵養します。

(2)中間審査において、研究の進捗を評価します。

(3)国内外の学会発表において研究成果を発表することで、学外の社会と関わりながら研究をまとめる

能力を涵養します。

(4)修士論文と、その内容に関する口頭発表を審査することで、修士として必要な能力を身につけてい

るか評価します。

アドミッション・ポリシー（入学者受入の方針）
1.大学院教育によって培う能力

本領域博士前期課程では、以下の能力を備えた人材を育成します。

(1)高度な生命機能およびそれから着想を得た工学に絶えず関心をもち、柔軟な発想から社会に貢献

できる新技術に自発的に取り組む実践的能力。

(2)協調性と高い倫理性をもって、他者と協力して研究開発を遂行する能力

(3)研究の成果を日本語や英語で発表し、論文としてまとめる能力

(4)従来の専門分野にとらわれない幅広い専門知識を身につけ、それを実践的に応用する能力。

2.本領域の求める入学者

(1)英語の基礎学力、さらに分子生物学、植物生理学、有機化学、無機化学、物理化学、高分子化学、

数学、工業力学、機械力学、制御工学、情報基礎、電気回路、電気磁気学、情報工学、コンピュー

タ科学、コンピュータ科学基礎、応用解析、数理計画法の中からいずれか 3 つの専門分野における

基礎学力を有する人

(2)生命機能およびそれから着想を得た工学の最先端技術をより深く学び研究したいという意欲に溢れ

ている人

(3)将来さまざまな分野で研究者・専門技術者として活躍したいと希望している人

3.大学までの能力に対する評価（選抜方法）

(1)基礎学力の修得度は主として筆記試験を通じ、意欲と熱意は口述試験を通じ、判断します。

(2)学部での学修成績が一定の条件を満たした場合は筆記試験を免除します。



工学研究科 工学専攻 生命機能工学領域 

博士後期課程 

教育研究上の目的 
生命機能工学領域の博士後期課程は、博士前期課程に掲げた知識および能力の習得に加え、生

命体の種々の高度な機能を工学として実践する研究・技術分野のさらなる発展・開拓に寄与できる創

造性豊かな優れた研究者・高度専門技術者の育成を目的とする。 

教育目標 
本学の教育目標及び本領域の教育研究上の目的等を踏まえ、工学研究科工学専攻生命機能工学

領域博士後期課程では、生命体の種々の高度な機能を探求し、さらに工学として実践する主体性に富

んだ研究者・技術者、または新しい研究分野を開拓できる独創的な研究者の育成を、教育の最終の目

標としています。生命体の機能とその機構に関する幅広い高度な知識と、従来の専門領域にとらわれ

ない横断的な極めて高度で最新の工学専門知識を持ち、人工知能（ＡＩ）、ロボット、センサー、触媒、

生理活性物質などに関する技術革新に貢献できる能力、想像性豊かに新しい技術分野を提案できる

能力、研究指導能力を身につけた人材の育成を教育目標として定めます。 

ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針） 
本領域博士後期課程のカリキュラムにおいて所定の単位を修得し、かつ提出した博士論文が領域

内規に則って審査され、合格と判定された者は、下記の能力を身につけていると判断され、博士（工

学）の学位が授与されます。 

1.自立した良識ある市民としての判断力と実践力

(1)高度な生命機能およびそれから着想を得た工学を深く理解し、柔軟な発想から社会に貢献できる新

技術に自発的に取り組む高度な実践的能力を身につけている。

(2)協調性と高い倫理性をもって、研究を計画し、他者と協力して研究開発を遂行する能力を身につけ

ている。

2.国際的感性とコミュニケーション能力

(1)研究の成果を日本語や英語で発表し、他の研究者と討議を通して、最終的に英語で学術論文をま

とめる能力を身につけている。

3.時代の課題と社会の要請に応えた専門的知識と技能

(1)従来の専門分野にとらわれない幅広い深い専門知識を身につけ、産業的及び学術的観点から重要

とされる課題を見出し、これを解決できる研究開発能力を身につけている。

カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針）
本領域博士後期課程は、生命体の種々の高度な機能を探求し、さらに工学として実践するための従来

の専門領域にとらわれない横断的な極めて高度で最新の専門知識を深く理解し、産業的及び学術的

に重要な新たな研究分野を開拓できる研究者･技術者を育成します。この目標を達成するため、本領

域では以下に示す方針でカリキュラムを設定しています。

1.教育課程の編成・実施

(1)先端的な専門分野における高度な学術的知識を扱う授業科目を履修することで、極めて高度な専

門性を高めます。

(2)授業科目に対応した演習科目を履修することで、新たな研究分野を提案するための研究計画を立

案し、それを実現する能力を涵養します。



2.教育の方法と評価

(1)指導教員の助言の下に、産業的及び学術的に重要な研究課題を自ら設定し、研究を推進する能力

を涵養します。

(2)予備審査において研究の進捗を評価します。

(3)国内外の学会発表によって、学外の社会と関わりながら、他の研究者と討議する能力を涵養します。

(4)英語で学術論文を作成することで、研究の成果を日本語だけでなく英語でまとめる能力を涵養しま

す。

(5)博士論文と、その内容に関する口頭発表を審査することで、博士として必要な能力を身につけてい

るか評価します。

アドミッション・ポリシー（入学者受入の方針）
1.大学院教育によって培う能力

本領域博士後期課程では、以下の能力を備えた人材を育成します。

(1)高度な生命機能およびそれから着想を得た工学を深く理解し、柔軟な発想から社会に貢献できる新

技術に自発的に取り組む高度な実践的能力

(2)協調性と高い倫理性をもって、研究を計画し、他者と協力して研究開発を遂行する能力

(3)研究の成果を日本語や英語で発表し、他の研究者と討議を通して、最終的に英語で学術論文をま

とめる能力

(4)従来の専門分野にとらわれない幅広い深い専門知識を身につけ、産業的及び学術的観点から重要

とされる課題を見出し、これを解決できる研究開発能力

2.本領域の求める入学者

(1)生命機能およびそれから着想を得た工学の分野において極めて高度な学力、及び英語の活用能

力を修得したいと希望していて、その資質を有する人

(2)既存の分野での研究者・専門技術者としての知識と技術を修得するにとどまらず、新たな分野を開

拓する能力を修得したいと希望している人

3.博士前期課程までの能力に対する評価（選抜方法）

(1)語学に関する筆記試験と、研究能力に関する口述試験を行い、これらの総合評価により選抜しま

す。
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